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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 9,846 6.5 3,819 14.3 3,187 10.0 1,802 57.5
22年3月期第3四半期 9,242 △10.9 3,341 △7.4 2,898 △12.6 1,144 △12.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 40.08 ―

22年3月期第3四半期 25.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 104,551 37,774 36.1 839.87
22年3月期 105,779 37,023 35.0 823.16

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  37,774百万円 22年3月期  37,023百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00
23年3月期 ― 6.00 ―

23年3月期 
（予想）

6.00 12.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,000 4.1 4,900 3.8 4,000 △0.7 2,000 7.9 44.47



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）2ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 45,898,798株 22年3月期  45,898,798株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  922,462株 22年3月期  921,791株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 44,976,910株 22年3月期3Q 44,979,701株
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当第３四半期における我が国経済は、設備投資や個人消費の持ち直し等により、一部には景気回復の兆
しが見受けられるようになりました。しかしながら円高の進行やデフレ懸念等から、国内景気は依然とし
て、足踏み状態のまま推移しております。不動産賃貸事業におきましても、都心部では新規オフィスビル
の供給が相次ぎ、空室率は高止っており、また賃料水準の下落傾向に歯止めがかからないなど、経営環境
はさらに厳しさを増しております。 
 このような状況の下、当社グループの当第３四半期末の空室率は6.6％となり、前期末の6.4％から若干
悪化いたしました。テナント誘致活動に継続して注力し、空室率の早期改善を図るとともに、近年益々高
まるデータセンタービルの需要に応えるべく着手しました西心斎橋ビルの新築工事を計画通り推進し、業
績の発展に努めてまいります。 
  
 当第３四半期連結累計期間の業績は、工事売上高が減収となりましたものの、一昨年９月に取得しまし
た心斎橋アーバンビル及び昨年３月に全館竣工しましたウインズ梅田Ｂ館の賃料収入が期中フルに寄与し
ましたことから、売上高は9,846百万円となり、前年同四半期と比べ604百万円（6.5％）の増収となりま
した。また利益率の高い賃貸事業の構成比率が高まったこともあり、営業利益は3,819百万円と同477百万
円（14.3％）、経常利益は3,187百万円と同288百万円（10.0％）のそれぞれ増益となりました。さらに、
特別利益では固定資産売却益がある一方で、前年同四半期のような不動産取得税等の大きな特別損失が無
かったことから、四半期純利益は1,802百万円となり、前年同四半期に比べ657百万円（57.5％）の大幅な
増益となりました。 
  
セグメントの業績は、次のとおりであります。 
 土地建物賃貸事業 
 売上高は9,654百万円となり、セグメント利益は4,113百万円となりました。 

 その他 
 テナント入退居に伴う建築請負の工事売上高は192百万円となり、セグメント利益は23百万円とな
りました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は104,551百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,228百
万円（1.2％）減少しました。主な要因は未収消費税等が425百万円減少、また投資有価証券が時価評価替
え等に伴い780百万円減少したためであります。 
 負債合計は66,777百万円となり、前連結会計年度末比1,979百万円（2.9％）減少しました。設備資金支
払のため有利子負債は413百万円増加しましたが、設備関係未払金が2,268百万円減少したことが主な要因
であります。 
 純資産合計は37,774百万円となり、前連結会計年度末比751百万円（2.0％）増加しました。その他有価
証券評価差額金は511百万円減少しましたものの、利益剰余金が1,096百万円増加したことが主因でありま
す。 
  
キャッシュ・フローにつきましては、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高

は1,291百万円となり、前連結会計年度末から208百万円減少しました。当四半期連結会計期間の各キャッ
シュ・フローの状況は、次のとおりであります。 
(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動から得られた資金は4,253百万円となり、前年同四半期比2,180百万円増加しました。税金等
調整前四半期純利益が1,098百万円増加したことが主な要因であります。 
(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動で使用した資金は4,366百万円となり、前年同四半期比21,907百万円減少しました。前年同
四半期は有形固定資産取得のため、26,290百万円の資金を支出しましたが、当四半期は4,307百万円の
支出にとどまり、前年同四半期比21,983百万円減少したことが主な要因であります。 
(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動で使用した資金は95百万円となり、前年同四半期比24,157百万円減少しました。前年同四半
期は有形固定資産取得のため、長短借入金の調達により30,300百万円の資金を得ましたが、当四半期は
6,300百万円と、前年同四半期比24,000百万円減少したことが主な要因であります。 

  

景況悪化に伴う当社業績への影響は見通し難い状況ではありますが、現在のところ平成22年５月14日発
表の連結業績予想に変更はありません。 
 今後、何らかの変化がありました場合には適切に開示して参ります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境や一時差異の発生状
況等に著しい変化がないと認められますので、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測や
タックス・プランニングを利用する方法によっております。 
  

  「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年
３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日）を適用しております。 
 なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,291,665 1,500,019

受取手形及び売掛金 239,085 165,993

その他 259,187 750,130

流動資産合計 1,789,938 2,416,144

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 63,328,213 63,010,295

減価償却累計額 △25,226,219 △23,651,893

建物及び構築物（純額） 38,101,993 39,358,402

土地 52,622,405 53,009,428

建設仮勘定 1,537,909 26,150

その他 616,538 610,025

減価償却累計額 △437,679 △412,888

その他（純額） 178,858 197,136

有形固定資産合計 92,441,166 92,591,118

無形固定資産 129,942 72,396

投資その他の資産

投資有価証券 6,197,131 6,977,879

その他 3,993,244 3,721,967

投資その他の資産合計 10,190,375 10,699,847

固定資産合計 102,761,484 103,363,362

資産合計 104,551,422 105,779,506
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 99,063 35,575

短期借入金 11,456,176 11,080,076

未払法人税等 516,381 692,421

引当金 － 17,810

その他 1,488,576 3,454,487

流動負債合計 13,560,197 15,280,371

固定負債

社債 2,300,000 2,300,000

長期借入金 43,488,013 43,408,370

引当金 184,136 214,919

その他 7,244,868 7,552,702

固定負債合計 53,217,017 53,475,991

負債合計 66,777,214 68,756,362

純資産の部

株主資本

資本金 7,688,158 7,688,158

資本剰余金 7,529,371 7,529,372

利益剰余金 25,929,354 24,832,757

自己株式 △366,752 △366,495

株主資本合計 40,780,132 39,683,792

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 868,841 1,380,598

土地再評価差額金 △3,874,766 △4,041,246

評価・換算差額等合計 △3,005,924 △2,660,648

純資産合計 37,774,207 37,023,144

負債純資産合計 104,551,422 105,779,506
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 9,242,181 9,846,822

売上原価 5,353,833 5,414,502

売上総利益 3,888,347 4,432,320

販売費及び一般管理費 546,482 612,765

営業利益 3,341,864 3,819,555

営業外収益

受取利息 989 8,891

受取配当金 102,489 115,457

その他 19,166 27,491

営業外収益合計 122,645 151,840

営業外費用

支払利息 546,718 719,037

その他 18,812 64,902

営業外費用合計 565,531 783,940

経常利益 2,898,978 3,187,454

特別利益

前期損益修正益 － 74,051

固定資産売却益 － 237,629

投資有価証券売却益 5,108 －

受取補償金 － 4,000

受取違約金 34,285 6,000

特別利益合計 39,393 321,681

特別損失

固定資産売却損 － 115,571

固定資産除却損 41,309 47,954

投資有価証券売却損 17,595 －

投資有価証券評価損 276,719 314,564

不動産取得税及び登録免許税 675,098 5,070

特別損失合計 1,010,723 483,161

税金等調整前四半期純利益 1,927,648 3,025,975

法人税、住民税及び事業税 1,022,828 1,129,691

法人税等調整額 △239,986 93,482

法人税等合計 782,841 1,223,173

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,802,801

四半期純利益 1,144,806 1,802,801
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,927,648 3,025,975

減価償却費 1,492,056 1,761,438

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,236 △32,487

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,389 1,704

賞与引当金の増減額（△は減少） △18,072 △17,810

受取利息及び受取配当金 △103,478 △124,348

支払利息 546,718 719,037

長期前払費用償却額 15,000 45,000

シンジケートローン手数料 500 1,500

投資有価証券売却損益（△は益） 12,487 －

投資有価証券評価損益（△は益） 276,719 314,564

有形固定資産売却損益（△は益） － △122,057

有形固定資産除却損 41,309 47,954

前期損益修正損益（△は益） － △74,051

受取補償金 － △4,000

受取違約金 △34,285 △6,000

不動産取得税及び登録免許税 675,098 5,070

営業債権の増減額（△は増加） △84,510 △122,237

営業債務の増減額（△は減少） △416,312 △122,426

未収消費税等の増減額（△は増加） △415,858 425,088

未払消費税等の増減額（△は減少） △340,698 316,332

小計 3,594,946 6,038,246

利息及び配当金の受取額 103,458 124,328

利息の支払額 △532,642 △624,304

法人税等の支払額 △1,092,140 △1,284,410

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,073,622 4,253,859

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △26,290,843 △4,307,830

有形固定資産の除却による支出 － △35,600

有形固定資産の売却による収入 － 495,301

無形固定資産の取得による支出 △26,991 △109,175

投資有価証券の取得による支出 － △395,394

投資有価証券の売却による収入 86,282 －

長期未払金支払による支出 △42,270 △42,270

補償金による収入 － 28,700

その他 － 53

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,273,822 △4,366,216
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000 －

長期借入れによる収入 29,800,000 6,300,000

長期借入金の返済による支出 △5,366,707 △5,844,257

建築協力金の返済による支出 △20,709 △25,584

自己株式の売却による収入 212 27

自己株式の取得による支出 △2,815 △284

配当金の支払額 △546,233 △523,899

シンジケートローン手数料の支払額 △302,000 △2,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 24,061,748 △95,997

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △138,451 △208,353

現金及び現金同等物の期首残高 1,625,566 1,500,019

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,487,114 1,291,665
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当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
(注）１ 事業の区分は、売上集計区分によっております。 

    ２ 各事業の主な内容 

      (1)土地建物賃貸事業・・・・・・土地建物の賃貸 

      (2)ビル管理事業・・・・・・建物・機械設備の維持管理、清掃等 

      (3)その他の事業・・・・・・建築請負、不動産仲介 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

本邦以外の国又は地域に連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

土地建物 
賃貸事業 
(千円)

ビル管理
事業 
(千円)

その他の
事業 
(千円)

計
(千円)

消去又は 
全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

8,009,926 449,302 782,952 9,242,181 ― 9,242,181

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

720 430,570 ─ 431,290 (431,290) ―

計 8,010,646 879,872 782,952 9,673,471 (431,290) 9,242,181

営業利益 3,291,012 147,154 175,095 3,613,262 (271,398) 3,341,864

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 １．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社は、土地建物賃貸事業を主体事業としており、大阪府その他の地域において賃貸用不動産を保有

しております。 

 従って、当社は「土地建物賃貸事業」を報告セグメントとしております。 

 「土地建物賃貸事業」では、土地建物の賃貸、建物・機械設備の維持管理、清掃等を主な事業の内容

としております。  

  

 ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

 
（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築請負業を含んでおります。 

  

  

 当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

  該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計 調整額
四半期

連結損益計算書
計上額土地建物 

賃貸事業

売上高

 外部顧客への売上高 9,654,729 192,093 9,846,822 ― 9,846,822

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 9,654,729 192,093 9,846,822 ─ 9,846,822

セグメント利益 4,113,159 23,741 4,136,900 △317,345 3,819,555

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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